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（11） 透 水 係数

  　本 基準 と部分 的に 異 な る

　容

  　そ の 他特記 す べ き事項

【付帯条項 1
（1） 地盤 高 と して 標高 を求 め る こ とが望 ま しい 。

  　水圧計 の 位置 （地 表 面 か らσ）深 さ あ る い は 高 さ），水圧 計 の 容

　量 と精度，パ ッ カ
ー

の 長 さ，パ ッ カ
ー

の 圧 力 を報告す る。

（コ） 平衡水 位 の 測定 を 長時間行 っ て も水位変 化が 1分 小さ くな ら

　な か っ た 場 合に は，平衡水位 の 推定 万法 を報 告す る。
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学会基準 rJGS　 1411 原位置べ
一

ン せ ん断試験方法」 の 改正案につ いて

地盤 工 学会基準部

1．　 ま え が き

　1995年 に 施行 さ れ た 標記の 地 盤 工 学 会基準 （以 下 ，

基準とい う） に つ い て ， 基準部，土 質調査規格
・
基準検

討委員会お よ び関連 す る小委員会 （サ ウ ン デ ィ ン グ ・載

荷 試 験 小 委 員 会） に お い て 見直 しの 検討を 行 っ た。そ の

結果，単位 の 表記 を SI に 統
一
す る と と もに ，同種 の 基

準 に関 す る表記 の統
・，国際規 格 の 動 向を 踏 ま え た寸法

等 に 関す る 許容範囲の 明示お よび規定 内容の 補足等，内

容に 関 して 修正 を行 う改定案を こ こ に 提案す る もの で あ

る。

　以 下 に，「原 位置ベ ー
ン せ ん 断試験方法」 に つ い て 改

正 の 概要 ， 改正 案 を示 す。現行の 基準 の 詳細 につ い て は，

「地盤調査法」 第 6編第 8章 を参 照 され た い 。

　 こ こ に 公示 す る 改正 案 に つ い て の ご 意見 は，書面 に て

2003年 （平成 15年）2 月28日 ま で に地盤工 学会基準部宛

に ご 提出 い た だ きた い 。提出され た ご 意見は関係委員会

お よび基準部 で 検討 し，基準の 改正 は理 事会 にお い て 確

定 す る。

2． 「原位置べ
一

ン せ ん断試験方法」改正の概要

　 こ こ に 公示 す る 改正 案 は，現行 の 基準 （JGS　 1411−

1995）「原位置ベ ー
ン せ ん 断試験方法」 に関 し て，用語

お よび表現 を統一す る と と も に ，単位 の 表 記 を SIに 統

一，同種 の 基準 に 関す る表記 の 統
一，国 際規 格 の 動 向 を

踏ま え た 寸法
・測 定 器 等の 許容範囲の 明示お よび 規定内

容の 補足等，修正を行 っ たもの で あ る。

　2．1 主な改正点

　（1） 総則

　  　試験の 目的 に お け る地 盤 の 適用 条件 に 係 る 記載 を，

適用範囲に 集約 した。

　  書式 （用 語 ・構文），お よび 他 の 基 準 との 表現 の

統
一

を 図 っ た。

　  付帯条項 に お い て，繊維 質を 多 く含 む 地 盤 に 対 す

る適 用 の 除 外 を 明示 した。

　  　試験機の 種類

　  　書式 （用 語 ・構文）の 統
一を 図 っ た 。
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　（3） 試験用 具

　  現行基 準 の 測定装置 を ， 機能 ご と （トル ク測定装

置，回転角計） に 区分 し，それぞれ必 要 な 機能，精度 を

明 記 した。

　  べ 一
ン に お い て ベ ー

ン ブ レ
ー

ドの形状お よび 寸 法

の許容範囲 を 明示 した 。

　  回転 ロ ッ ドの 具体的条件 を付帯条項 に 移動す る と

ともに JIS引用規格 を 明 示 した 。

　  　書式 （用 語
・
構文），お よび 他 の 基準 との 表現の

統
一
を 図 っ た。

　（4） 試験方法

　  現行基準の 摩擦 トル ク の測定 お よび測定の準備を

設 置 に統 合 し，試験手順が 明確 とな る よ うに 記載 を 修正

し た。

　  べ 一
ン ブ レードの 押 込 み速 度 を 明示 した。

　  試験時の 回 転速度の 許容範 囲を 明 示 した 。

　  乱 した 土 の 測 定 条件の 変更 を 行 っ た 。

　  乱 した 土 の 測定 に 関す る 規定 を 追記 した。

　  　書式 （用 語 ・構 文 ）の 統
一

を 図 っ た。

　  　結果 の 整理

　  単位 の 表記 を SIに統
一

した 。

　  HID 比 が2．Oで ない ベ ー
ソ の 適用を考慮 し，べ

一

ン せ ん断強 さの 算定式 を
一

般化 した 式 に 修正 した 。

　  鋭 敏 比 の 算出に 関す る規 定 を追記 し た。

　  べ
一

ン せ ん 断強 さ に つ い て 基準中 の 式 を
一

般化 し

た こ とに伴 い ，現行基 準 の 標準型 ベ ー
ン に 関する式を付

帯条項 に 記 した。

　  　報告事項

　  他 の 基準に 合わ せ，記載順 の 変更を 行 っ た 。

　  試験深 さに つ い て規定の 変更 を 行 っ た。

　  鋭敏比 の 規定を追加 した。

　  書式 （用 語）の 統
一

を 図 っ た。

　  付帯条項 に お い て ，乱 し た
一Lの 測 定 を行 わ な い 場

合の 報告条件 を 追記 し た 。

　  付帯条項 に お い て ，鋭敏比 を報告す る条件を追記

した。

　2．2 改正 案
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